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米文献仏)の参照 (1)- (5)の番号を示す O
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となる｡ 2mdderivatesmomentsは §2の (28)と変らない｡ これは,random
forceによって規定されている｡
仮定
1/Tx- 1/Ty-1/2To . 1/rx+1/Tz-1/Ty+1/Tz-1/Tl (41)
を導入すれば,Langevineq. 紘
di M - - rM - (H.×M)×M+R
とな り,右辺第二項はLandau-Lifshitzfrictionを示す｡但し,
Ti)･- rjSij γⅩ- ry- 1/Tl rz-1/To
7 =
となる｡ §2(8)の変換 を元-戻せば, (42)紘
d
- 班 - rHDXM -TM - 7(H｡×M)×M+Rdt
を意味するo Fokker-Planckeq･は･α2まで考える近似では･
∂2









となり,久保 ･橋爪両氏 (1)の (34)式と同じである｡-尤も,そこで表れる∂を8-0と
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する｡ この結果は本質的に川端氏の結果 し5)と等 しい内容である｡
5.前節の結果は,§1.(い 式を直接に積分する初等的方法の結果と予盾する｡
即ち, (1)を
･(t)- exp｣ /otA (S)ds)M(0)






? ? ? ? ? ??????
と積分し,確率変数 HI(S)について平均するo
仮定






- exp〔くexD/A(S)ds-1>C 〕M (0)0
故に,
t





























は成立たないo Zeemann項に対するハ ミル トニアンは通常HoMzであり･その固有








とな り,対角的でないo よって,平衡分布 (36)は,(38)でなく-痩分布であって.




ことが出来るものと思われるO 事実,WangnessとBloch(7)の (4-19日 4-20)両式
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にはLanda-u-Lifshitzfrictionに相当する項が含 まれているO 彼 らの方法は
master｡q.によるが,mastereq.の方法 とLangevi云eq. の方法とは本質的に
は異る所がないので(2),残された問題はそう多 くはないo 唯,Zwanzig等笹よって発
達 した最近のmastereq.の方法で文献 (71を再検討するのは面白そ うである｡
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